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概  要 

 

ディジタル制御方式を採用した新しい可変標準抵抗器を開発しました。この

抵抗器は自動で内部の抵抗素子を校正する機能を持ち、また出力する抵抗を自

動補正できるため、少ない管理コストで高い精度を実現します。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

部品点数を減らした上で従来のダイヤル式可変標準抵抗器と同じ範囲、同じ

分解能を有しており、従来装置を置き換えることができます。さらに開発した

自動校正機能により、出力抵抗値の１点だけ校正試験を行えば、他の抵抗値も

すべて自動校正でき、また校正結果を基に出力抵抗を自動で補正して、希望す

る抵抗値に最も近い値を出力します。 

本技術の 

有用性 

・キーパッド入力が可能になり、操作者の負担を軽減 

・自動校正・補正機能により従来よりも安いコストで高い精度 

・インターネット回線を経由した遠隔操作が可能 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
メガーなどの抵抗計の校正装置。その他に可変抵抗を利用するすべての装置へ

応用でき、遠隔操作も可能。 
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ダイヤルからプッシュボタン 

に替わることで作業を効率化 

自動校正・ 

補正機能 

により 

合成誤差 

を削減 
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